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新型コロナワクチン接種
に関するお知らせ

◎問い合わせ…健康増進課ワクチン接種推進係 ☎（23）6591 Fax（23）1714

ワクチン接種後も、マスクの
着用や手指消毒などの感染予
防対策をお願いします！

【３３回目ワクチン接種の集団接種が始まります】
　ワクチンの接種を受けるには、病院や診療所で接種する「個別接種」と二本松市等が設置する会場で接種する
「集団接種」の２つの方法から選ぶことができます。
　安達医師会の協力により、医療機関が休診となる日曜日に、集団接種「日曜集団接種」を実施します。

日程 会　場 日程 会　場 日程 会　場 使用するワクチン

2/27 本宮 4/17 本宮 6/12 二本松、本宮

武田/モデルナ社

3/6 二本松、本宮 4/24 二本松、大玉 6/19 大玉

3/13 大玉 5/8 本宮、大玉 6/26 二本松、本宮

3/20 本宮 5/15 二本松 7/3 本宮、大玉

3/27 二本松、大玉 5/22 本宮 7/10 二本松

4/3 本宮、大玉 5/29 二本松、大玉 7/17 本宮

4/10 二本松 6/5 大玉 7/24 二本松、大玉

※二本松・本宮・大玉のいずれの会場でも接種が可能です。
※�日時、会場、使用するワクチンについて、ワクチンの供給状況・接種の状況等により変更となる場合があり
ます。

≪二本松市会場≫
市民交流センター多目的室
(二本松市本町2丁目3-1)

≪大玉村会場≫
大玉村保健センター

(安達郡大玉村玉井字台37)

≪本宮市会場≫
えぽか

（本宮市本宮千代田60-1）

ご確認くだ
さい！

≪追加（３回目）接種についての注意事項等≫
① 接種対象となる方には、２回目接種の日に応じ、順次、追加接種の通知文等を発送しています。
　接種時期になっても届かない場合には、下記までご連絡願います。
②追加接種は、「新型コロナワクチンの予診票（追加接種用）」を持参しないと接種できません。
　必ずご持参ください。
③「予約確認書はがき」は送付されません。
　予約をしたら、ご自分で届いた封筒の「予約メモ」に記入するなどをお願いします。
≪代理予約について≫
コールセンター（0570-050-557）に電話が繋がりにくい、自分
では予約が難しいなどの場合のため、次の施設で代理予約を行っ
ています。予約の際は、追加接種の通知文等を持参してください。
・各地域保健センター
・各支所地域振興課
・各住民センター 新型コロナウイルス

感染症に関する情報
ワクチンに関

する情報
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二本松市長

～ 

市
長
か
ら
の
手
紙 

～

市
民
が
主
役
。

「
生
命
」と「
暮
ら
し
」を
守
る

3月は「自殺対策強化月間」です。
　心の不調は誰にでも起こり得ます。周りにいる人が不調に気づき、早い段階に適切な関わりをすることを「メ
ンタルヘルス・ファーストエイド」と言います。
　３月は季節の変化とともに仕事や生活の変化がありストレスを抱えやすい時期です。
　家族や友人など周りの人の様子が「いつもとちがう・・」と感じた時は声をかけ、話を聞いてみてください。
　ストレスや悩みは一人で抱え込まず信頼できる人に話したり、相談窓口へご相談ください。

【電話相談】
相談窓口 相談TEL 相談可能な時間

こころの健康相談統一ダイヤル ☎0570（064）556 ９：00～17：00
※土日祝日を除きます。

福島いのちの電話 ☎024（536）4343 10：00～22：00
※第３土曜日は24時間受け付けています。

ふくしま寄り添いフリーダイヤル
（無料） ☎0120（556）189 10：00～22：00

【市の相談窓口】
相談窓口 相談TEL 相談QRコード

二本松市健康増進課
（各保健センター）

安達保健福祉センター
☎（55）5109

ＳＮＳや電話の相談　…　「まもろうよこころ」
　相談窓口や自殺対策の取り組みなどの情報を
掲載している厚生労働省のサイトです。

◎問い合わせ…健康増進課予防係 ☎（55）5109 Fax（23）1714

一人で悩んでいませんか？
～悩みや困ったことを相談できる場所があります～

ＬＩＮＥの相談　…　「こころつなぐ＠福島」
　福島県で開設しているLINE相談窓口です。

　
は
じ
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
最
前
線
で
向
き
合

い
、
懸
命
に
ご
努
力
さ
れ
て
い
る

皆
様
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
感
染
さ
れ
た
皆
様
の

一
日
も
早
い
回
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を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　
感
染
力
が
非
常
に
強
い
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
達
を

含
む
若
い
年
代
の
方
々
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
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全
国
各
地
で
爆
発
的
な
感
染
拡
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の
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
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庭
内

に
も
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が
り
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
、
感
染
拡
大
を
食

い
止
め
る
た
め
に
は
、
粘
り
強
く

対
応
に
あ
た
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

改
め
て
、
皆
様
へ
お
願
い
し
た

い
こ
と
が
４
つ
あ
り
ま
す
。

１  

高
齢
者
や
妊
婦
の
方
、
基
礎
疾

患
を
持
つ
方
は
、
な
る
べ
く
外

出
や
接
触
機
会
を
減
ら
す
な
ど

の
対
応
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

２  

混
雑
し
た
場
所
や
感
染
リ
ス
ク

が
高
い
場
所
へ
の
外
出
の
自
粛

を
お
願
い
し
ま
す
。

３  

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
お

願
い
し
ま
す
。

４  

マ
ス
ク
の
着
用
や
手
洗
い
、
密

閉
、
密
集
、
密
接
を
回
避
す
る

等
、
こ
れ
ま
で
の
基
本
的
な
感

染
対
策
を
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
内
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ

ま
め
に
手
を
洗
い
、
換
気
を
し
、
必

要
に
応
じ
て
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
体

調
の
変
化
に
気
を
付
け
て
、
少
し

で
も
異
常
を
感
じ
た
ら
、
か
か
り
つ

け
医
や
福
島
県
受
診
・
相
談
セ
ン

タ
ー（
０
１
２
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５
６
７
）７
４
７
）

に
電
話
で
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
市
長
と
し
て「
市
民
の
生

命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
」を
第
一

の
判
断
基
準
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
は
じ
め
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
み
、「
感
染
拡
大

防
止
」と「
社
会
経
済
活
動
」の
両

立
を
図
る
べ
く
、
最
大
限
の
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
全
市
一
丸

と
な
っ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え

ら
れ
る
よ
う
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
、「
笑
顔
あ
ふ
れ
る　
し
あ
わ
せ

の
ま
ち　

二
本
松
」の
新
し
い
時

代
を
拓ひ
ら
い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。


